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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
消
え
た
清
水
能
舞
台
（
映
画
村
探
偵
団
５
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
６
８
２
Ｉ

【
作
者
名
】

　
き
り
も
ん
じ

【
あ
ら
す
じ
】

　
再
び
変
面
か
ら
挑
戦
の
手
紙
が
来
た
。
「
水
無
月
の
長
刀
鉾
に
誘
わ
れ
て
流

れ
去
り
行
く
清
水
能
舞
台
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
ま
さ
か
、
あ
の
清
水
が
盗
ま

れ
る
の
か
？

い
つ
？
ど
う
や
っ
て
？
映
画
村
探
偵
団
と
府
警
の
刑
事
が
密
か
に
動
く
。
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国
際
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

○
梅
雨
時
の
京
都

　
　
　
鴨
川

○
同
、
嵐
山

○
映
画
村
、
正
面

○
同
、
内
、
屋
敷
町

　
　
　
雨
が
降
っ
て
い
る
。

　
　
　
待
機
中
の
撮
影
隊
。

　
　
　
原
田
を
除
く
５
人
が
パ
イ
プ
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。

木
村
「
い
や
な
雨
」

高
田
「
ほ
ん
ま
や
ね
え
。
こ
れ
か
ら
う
っ
と
う
し
い
日
が
続
く
わ
ア
」

　
　
　
亜
紀
と
亮
太
、
遊
ん
で
い
る
。

　
　
　
原
田
が
現
れ
る
。
手
に
新
聞
を
持
っ
て
い
る
。

原
田
「
山
本
先
輩
、
こ
れ
」

　
　
　
皆
、
覗
き
込
む
。

○
新
聞
の
紙
面

　
　
　
金
閣
の
写
真
。

　
　
　
「
カ
タ
ー
ル
の
国
際
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
特
別
出
品
『
金
張
り
の

　
　
　
　
日
本
寺
院
』
が
ア
ラ
ブ
の
国
王
よ
り
１
０
０
億
ド
ル
で
落
札
！
！
」

　
　
　
驚
く
み
ん
な
の
顔
。
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○
京
都
府
警
本
部
、
正
面

○
同
、
本
部
長
室
、
内

　
　
　
山
本
本
部
長
と
出
羽
、
亀
山
が
い
る
。

　
　
　
本
部
長
、
新
聞
を
か
ざ
し
な
が
ら
、

本
部
長
「
こ
れ
は
間
違
い
な
く
盗
ま
れ
た
国
宝
だ
」

出
羽
と
亀
山
「
ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
」

本
部
長
「
謝
っ
て
も
ら
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
大
事
な
事
は
変
面
一
味
に
大

金
が

　
転
が
り
込
ん
で
く
る
と
言
う
こ
と
だ
。
連
中
は
も
っ
と
大
胆
に
挑
戦
し
て
く

る
ぞ
」

　
　
　
出
羽
と
亀
山
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
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航
空
母
艦

○
海

　
　
　
航
空
母
艦
が
浮
ん
で
い
る
。

○
同

　
　
　
航
空
母
艦
の
近
影
。

○
同
、
会
議
室
、
内

　
　
　
司
令
官
と
変
面
が
対
面
し
て
い
る
。

　
　
　
変
面
、
テ
ー
ブ
ル
に
札
束
を
積
み
あ
げ
て
い
く
。

　
　
　
司
令
官
、
首
を
横
に
振
る
。

　
　
　
変
面
、
さ
ら
に
札
束
を
積
み
上
げ
る
。

　
　
　
司
令
官
、
首
を
横
に
振
る
。

　
　
　
変
面
、
バ
ッ
グ
を
逆
さ
に
す
る
。

　
　
　
司
令
官
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
握
手
す
る
。

○
艦
の
側
面

　
　
　
長
い
は
し
ご
で
下
り
る
変
面
一
味
。

　
　
　
下
に
ぼ
ろ
い
は
し
け
が
見
え
る
。

○
ぼ
ろ
い
は
し
け
の
上

　
　
　
立
っ
て
手
を
振
る
変
面
。

○
海

　
　
　
航
空
母
艦
が
水
平
線
に
消
え
て
い
く
。

　
　
　
潜
水
艦
の
潜
望
鏡
が
見
え
て
い
る
。
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挑
戦
手
紙

○
タ
イ
ト
ル

　
　
　
「
映
画
村
探
偵
団
ー
消
え
た
清
水
能
舞
台
」

○
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク

　
　
　
京
都
嵐
山
の
全
景
。

○
映
画
村
、
内

　
　
　
待
機
中
の
撮
影
隊
と
俳
優
達
。

助
監
督
「
雨
が
止
み
ま
し
た
。
撮
影
に
入
り
ま
す
」

　
　
　
皆
、
あ
わ
た
だ
し
く
動
き
始
め
る
。

○
撮
影
所
、
１
７
ス
タ
ジ
オ
脇

　
　
　
６
人
が
い
る
。

　
　
　
後
ろ
を
ス
タ
ッ
フ
が
通
る
。

ス
タ
ッ
フ
「
お
疲
れ
様
で
し
た
」

６
人
「
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
！
」

木
村
「
あ
ら
、
原
田
さ
ん
、
こ
れ
？
」

　
　
　
原
田
の
腰
に
手
紙
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
。

原
田
「
あ
れ
、
い
つ
の
ま
に
？
」

高
田
「
ス
パ
イ
が
い
る
ん
や
わ
、
こ
の
撮
影
所
の
中
に
」

　
　
　
皆
の
不
審
な
顔
。

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ

　
　
　
監
督
、
役
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
顔
が
次
々
と
浮
ぶ
。
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○
も
と
の
ス
タ
ジ
オ
脇

　
　
　
６
人
が
い
る
。

山
本
「
誰
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ん
」

原
田
「
全
然
気
づ
か
へ
ん
。
プ
ロ
や
」

木
村
「
プ
ロ
と
言
え
ば
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
」

山
本
「
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
」

高
田
「
剣
戟
会
か
な
あ
？
」

原
田
「
殺
陣
は
や
っ
て
も
忍
者
は
ヤ
レ
ン
」

高
田
「
そ
や
な
あ
」

亜
紀
「
そ
れ
よ
り
も
」

太
一
「
手
紙
の
中
身
！
」

原
田
「
そ
や
」

　
　
　
原
田
、
ゆ
っ
く
り
と
手
紙
を
め
く
る
。

○
手
紙
の
文
字

　
　
　
「
水
無
月
の
長
刀
鉾
に
誘
わ
れ
て

　
　
　
　
流
れ
去
り
行
く
清
水
能
舞
台
」
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雨
の
参
道

○
京
都
府
警
本
部
、
正
面

○
同
、
本
部
長
室
、
内

　
　
　
山
本
本
部
長
が
デ
ス
ク
に
座
っ
て
手
紙
を
読
ん
で
い
る
。

本
部
長
「
『
水
無
月
の
長
刀
鉾
に
誘
わ
れ
て
流
れ
去
り
行
く

　
清
水
能
舞
台
』
か
。
水
無
月
と
言
え
ば
６
月
。
長
刀
鉾
は
７
月
だ
。

　
清
水
寺
が
梅
雨
の
終
わ
り
に
消
え
て
な
く
な
る
と
言
う
の
か
？
」

　
　
　
ノ
ッ
ク
の
音
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
が
入
っ
て
く
る
。

出
羽
と
亀
山
「
失
礼
し
ま
す
！
」

本
部
長
「
よ
し
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
！
」

　
　
　
本
部
長
、
立
ち
上
が
る
。

○
清
水
道

　
　
　
雨
が
降
っ
て
い
る
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
、
傘
を
さ
し
て
歩
い
て
い
る
。

　
　
　
清
水
に
い
た
る
か
な
り
き
つ
い
坂
。

　
　
　
両
側
に
土
産
品
店
が
続
く
。

　
　
　
か
な
り
の
観
光
客
が
い
る
。

出
羽
「
き
つ
い
坂
や
な
あ
」

亀
山
「
大
雨
の
時
に
は
五
条
通
ま
で
川
の
よ
う
で
す
」

出
羽
「
大
雨
か
。
何
で
水
無
月
と
言
う
の
や
ろ
な
？
」
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亀
山
「
・
・
・
・
・
」

出
羽
「
神
無
月
と
言
う
の
は
１
１
月
に
神
様
が
皆
出
雲
に

　
集
ま
る
か
ら
他
は
神
が
お
ら
ん
よ
う
に
な
る
か
ら
や
ろ
？
」

亀
山
「
出
雲
と
言
え
ば
大
昔
の
大
神
殿
が
ち
ょ
う
ど
清
水
の

　
能
舞
台
の
よ
う
な
大
木
で
造
ら
れ
て
い
て
、
日
本
海
に
は

　
埋
没
し
た
大
神
殿
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
」

出
羽
「
埋
没
か
・
・
・
そ
れ
は
な
い
や
ろ
う
」
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不
老
の
滝

○
清
水
寺
、
能
舞
台

　
　
　
出
羽
と
亀
山
、
あ
ち
こ
ち
を
見
て
周
っ
て
い
る
。

亀
山
「
す
ご
い
で
す
ね
」

出
羽
「
す
ご
い
な
。
・
・
埋
没
は
な
い
や
ろ
う
？
」

亀
山
「
そ
う
で
す
ね
。
埋
没
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

　
　
　
二
人
、
欄
干
か
ら
市
内
を
見
渡
す
。

○
不
老
の
滝

　
　
　
観
光
客
に
混
じ
っ
て
出
羽
と
亀
山
が
い
る
。

出
羽
「
こ
れ
を
飲
む
と
長
生
き
を
す
る
ら
し
い
」

亀
山
「
願
い
が
か
な
う
と
か
何
と
か
。

　
地
下
水
で
す
か
ね
、
こ
の
水
？
」

出
羽
「
そ
う
や
、
地
下
水
や
。
京
都
盆
地
の
地
下
に
は
琵
琶
湖

　
と
同
じ
く
ら
い
の
地
下
水
脈
が
流
れ
て
い
る
そ
う
や
」

亀
山
「
そ
う
で
す
か
。
ち
ょ
っ
と
掘
れ
ば
す
ぐ
水
？
」

出
羽
「
そ
う
や
」

亀
山
「
き
よ
み
ず
？
」

　
　
　
二
人
、
不
審
げ
に
顔
を
見
合
す
。
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逢
坂
の
関

○
１
６
１
バ
イ
パ
ス

　
　
　
皇
子
山
付
近
。

　
　
　
６
人
が
乗
っ
て
い
る
ワ
ゴ
ン
車
が
見
え
る
。

○
車
内

　
　
　
原
田
が
運
転
し
て
い
る
。

　
　
　
琵
琶
湖
が
見
え
て
く
る
。

皆
「
わ
あ
、
き
れ
い
！
お
お
き
い
！
」

山
本
「
こ
れ
は
琵
琶
湖
の
ほ
ん
の
一
部
だ
」

木
村
「
勢
田
川
か
ら
宇
治
に
流
れ
て
い
る
の
よ
ね
」

高
田
「
そ
や
そ
や
」

山
本
「
そ
の
ほ
ん
の
一
部
が
疎
水
と
し
て
南
禅
寺
へ

　
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
流
れ
て
い
る
」

高
田
「
あ
あ
、
あ
の
蹴
上
の
疎
水
が
そ
う
な
ん
や
ね
」

け
あ
げ

山
本
「
そ
れ
ま
で
は
舟
を
琵
琶
湖
ま
で
上
げ
と
っ
た
」

木
村
「
だ
か
ら
、
け
あ
げ
？
」

高
田
「
そ
う
や
。
そ
の
時
の
舟
が
残
っ
て
る
」

原
田
「
琵
琶
湖
の
水
は
五
条
通
を
通
ら
ん
と
、
な
ん
で

　
宇
治
の
ほ
う
を
流
れ
と
る
ん
や
ろ
？
」

山
本
「
え
ら
い
、
原
田
！
そ
れ
で
疎
水
の
ト
ン
ネ
ル
や
ら
を
掘
ら
は
っ
た

　
ん
や
、
何
と
か
い
う
人
が
。
そ
の
人
と
同
じ
く
ら
い
え
ら
い
！
」

原
田
「
答
え
に
な
っ
て
へ
ん
で
す
よ
、
先
輩
」
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山
本
「
比
叡
山
や
大
文
字
山
、
音
羽
山
は
大
昔
同
じ
一
つ
の
山
や
っ
た
ら
し
い
。

　
何
回
か
の
噴
火
で
逢
坂
の
関
あ
た
り
が
隆
起
し
て
琵
琶
湖
の
元
を
せ
き
止
め
て

　
し
も
た
。
そ
れ
以
降
勢
田
川
の
ほ
う
に
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
標
高
が
低
い
か
ら

　
全
部
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
」

原
田
「
と
こ
ろ
が
地
下
水
は
大
量
に
京
都
盆
地
へ
流
れ
て
い
る
」

山
本
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
」

　
　
　
皆
、
う
な
づ
く
。

　
　
　
車
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。

○
大
津
、
疎
水
の
流
入
口

　
　
　
疎
水
流
入
口
に
か
か
る
橋
の
脇
。

　
　
　
６
人
の
ワ
ゴ
ン
が
止
ま
る
。

木
村
「
割
と
小
さ
い
の
ね
」

山
本
「
と
こ
ろ
が
こ
の
下
に
数
倍
の
地
下
水
が
あ
る
と
す
れ
ば
」

木
村
「
そ
う
か
」

　
　
　
皆
、
流
入
口
を
覗
い
て
い
る
。

山
本
「
さ
あ
行
く
ぞ
！
こ
の
疎
水
の
後
を
追
っ
て
」

皆
「
は
ー
い
」

　
　
　
皆
、
車
に
乗
り
込
む
。

○
逢
坂
の
関

　
　
　
石
碑
が
見
え
る
。

　
　
　
６
人
の
乗
っ
た
ワ
ゴ
ン
が
来
る
。

　
　
　
ワ
ゴ
ン
が
止
ま
る
。

木
村
「
こ
こ
が
逢
坂
の
関
？
」

高
田
「
そ
う
、
知
る
も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関
」
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山
本
「
こ
の
下
を
疎
水
の
ト
ン
ネ
ル
が
流
れ
て
い
る
」

　
　
　
皆
、
う
な
づ
く
。

太
一
「
ト
ン
ネ
ル
が
流
れ
る
ん
？
」

亜
紀
「
ト
ン
ネ
ル
は
流
れ
へ
ん
や
ろ
？
」

原
田
「
さ
あ
、
次
へ
行
く
ぞ
」

　
　
　
皆
、
車
に
乗
り
込
む
。
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浄
水
場

○
五
条
バ
イ
パ
ス

　
　
　
ワ
ゴ
ン
、
五
条
バ
イ
パ
ス
か
ら
旧
道
へ
入
る
。

○
山
科
駅
前

　
　
　
ワ
ゴ
ン
、
旧
道
山
科
駅
前
の
信
号
で
止
ま
る
。

○
車
内

　
　
　
ワ
ゴ
ン
、
信
号
で
止
ま
る
。

山
本
「
こ
の
山
す
そ
に
沿
っ
て
南
禅
寺
ま
で
」

木
村
「
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
清
水
寺
じ
ゃ
な
い
の
？
」

高
田
「
ほ
ん
ま
や
。
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
清
水
や
」

　
　
　
車
、
動
き
出
す
。

○
日
ノ
岡

　
　
　
ワ
ゴ
ン
、
旧
道
を
御
陵
か
ら
日
ノ
岡
へ
。

○
車
内

　
　
　
日
ノ
岡
の
坂
を
上
る
ワ
ゴ
ン
。

山
本
「
こ
の
峠
の
下
に
疎
水
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
清
水
の

　
裏
山
に
大
き
な
浄
水
場
が
あ
っ
て
、
そ
の
手
前
か
ら

　
南
禅
寺
で
疎
水
は
地
上
に
出
て
く
る
」

高
田
「
こ
こ
が
浄
水
場
。
五
月
の
つ
つ
じ
で
有
名
な
所
や
」

山
本
「
さ
あ
、
清
水
へ
行
っ
て
み
よ
う
」

原
田
「
こ
こ
ん
と
こ
ず
っ
と
工
事
中
や
、
こ
こ
ら
辺
」

山
本
「
京
阪
が
地
下
に
も
ぐ
っ
た
か
ら
や
」
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皆
、
う
な
づ
く
。

○
道
路

　
　
　
工
事
中
の
標
示
と
点
滅
ラ
イ
ト
が
続
く
。

○
マ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　
工
事
中
の
柵
の
向
こ
う
に
マ
ン
ホ
ー
ル
が
見
え
る
。

　
　
　
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
が
動
い
て
、

　
　
　
忍
者
が
出
て
く
る
。
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清
水
の
坂

○
清
水
坂

　
　
　
た
く
さ
ん
の
土
産
品
店
が
続
い
て
い
る
。

　
　
　
観
光
客
に
混
じ
っ
て
６
人
が
歩
い
て
い
る
。

木
村
「
い
っ
ぱ
い
や
ね
え
」

高
田
「
ひ
さ
し
ぶ
り
や
わ
あ
。
京
都
に
お
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
行
か
へ
ん
」

亜
紀
「
あ
あ
し
ん
ど
」

太
一
「
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
」

原
田
「
結
構
き
つ
い
坂
や
」

山
本
「
大
雨
の
時
は
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
て
鉄
砲
水
の
よ
う
に

　
一
気
に
水
が
五
条
ま
で
下
る
そ
う
や
」

原
田
「
す
ご
い
な
、
そ
の
ま
ま
鴨
川
へ
か
。
昔
は
よ
う
氾
濫
し
と
っ
た
」

山
本
「
そ
う
や
。
鴨
川
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
氾
濫
し
と
っ
た
」

原
田
「
今
で
も
目
一
杯
の
鴨
川
、
見
た
こ
と
あ
る
で
」

高
田
「
鴨
川
て
、
結
構
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
る
ん
よ
」

　
　
　
皆
、
う
な
づ
く
。

○
清
水
、
能
舞
台

　
　
　
観
光
客
に
混
じ
っ
て
６
人
が
い
る
。

木
村
「
す
ご
い
わ
ー
」

高
田
「
わ
あ
、
き
れ
い
や
わ
あ
」

原
田
「
こ
れ
が
流
れ
る
？
」

山
本
「
地
下
水
が
関
を
破
っ
て
寺
ご
と
押
し
流
す
っ
て
か
？
」
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原
田
「
膨
大
な
地
下
水
を
せ
き
止
め
れ
ば
、
ま
、
ま
さ
か
と
は
思
う
が
、

　
や
れ
ん
こ
と
は
な
い
か
」

　
　
　
皆
、
あ
ち
こ
ち
眺
め
て
か
ら
集
ま
る
。

山
本
「
そ
れ
じ
ゃ
、
男
達
は
裏
山
へ
。
君
た
ち
は
不
老
の
滝

　
付
近
を
探
っ
て
く
れ
」

　
　
　
皆
、
う
な
づ
く
。
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一
枚
岩

○
山
林

　
　
　
山
本
、
原
田
、
太
一
が
雑
木
林
の
中
に
い
る
。

山
本
「
こ
こ
ら
へ
ん
が
清
水
の
真
裏
あ
た
り
だ
」

　
　
　
太
一
、
何
か
を
見
つ
け
る
。

太
一
「
な
に
こ
れ
？
」

　
　
　
原
田
と
山
本
が
駆
け
寄
る
。

　
　
　
直
径
１
５
ｃ
ｍ
高
さ
２
ｍ
程
の
筒
が
あ
る
。

　
　
　
ち
ょ
っ
と
目
に
は
木
の
幹
に
見
え
て
分
か
ら
な
い
。

山
本
「
こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
？
太
一
覗
い
て
み
ろ
」

　
　
　
原
田
、
太
一
を
肩
車
す
る
。

太
一
「
た
だ
の
空
洞
で
す
」

山
本
「
こ
れ
が
日
ノ
岡
ま
で
の
間
に
い
く
つ
か
あ
る
は
ず
だ
。

　
空
気
孔
だ
。
出
入
り
口
も
ど
こ
か
に
き
っ
と
あ
る
」

　
　
　
太
一
、
先
の
ほ
う
を
歩
い
て
い
る
。

原
田
「
日
ノ
岡
の
方
角
は
？
」

山
本
「
太
一
の
方
角
だ
」

太
一
「
又
あ
っ
た
よ
」

山
本
「
そ
う
か
分
か
っ
た
。
出
入
り
口
は
日
ノ
岡
の
工
事
現
場
だ
」

原
田
「
一
直
線
に
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
い
る
」

山
本
「
そ
う
だ
。
ま
ち
が
い
な
い
。
一
旦
戻
ろ
う
」

　
　
　
原
田
と
太
一
、
う
な
づ
く
。



18

○
不
老
の
滝

　
　
　
不
老
の
滝
の
水
の
み
場
に
木
村
と
高
田
が
い
る
。

木
村
「
こ
の
水
の
み
場
の
石
と
あ
の
２
枚
の
石
以
外
に
こ
の
印
は
見
つ
か
ら
な

い
わ
」

高
田
「
な
ん
や
ろ
、
あ
の
マ
ー
ク
？
あ
れ
、
亜
紀
ち
ゃ
ん
は
？
」

　
　
　
亜
紀
、
向
こ
う
で
手
を
振
っ
て
い
る
。

○
同
、
一
枚
岩

　
　
　
不
老
の
滝
の
頭
上
は
る
か
に
大
き
な
一
枚
岩
が
あ
る
。

　
　
　
そ
の
中
央
に
苔
む
し
て
分
か
り
に
く
い
が
羽
根
マ
ー
ク
が
あ
る
。

　
　
　
木
村
、
高
田
、
亜
紀
が
見
上
げ
て
い
る
。
 
 

高
田
「
あ
っ
た
、
あ
そ
こ
」

木
村
「
と
に
か
く
一
旦
戻
り
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
高
田
と
亜
紀
、
う
な
づ
く
。

○
清
水
、
能
舞
台
下

　
　
　
６
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
地
図
を
広
げ
て
い
る
。

山
本
「
能
舞
台
、
不
老
の
滝
の
一
枚
岩
、
空
気
口
。
こ
れ
ら
は

　
一
直
線
に
日
ノ
岡
に
向
か
っ
て
い
る
」

　
　
　

　
　
　
向
こ
う
か
ら
出
羽
と
亀
山
が
来
る
。

　
　
　
６
人
、
隠
れ
る
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
、
能
舞
台
を
見
上
げ
な
が
ら
、

亀
山
「
こ
の
能
舞
台
が
流
れ
去
る
な
ん
て
事
は
」

出
羽
「
そ
れ
は
な
い
や
ろ
う
」

　
　
　
６
人
、
声
を
押
し
殺
し
て
笑
う
。
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ト
ン
ネ
ル

○
道
路
、
日
ノ
岡
。
夜

　
　
　
雨
が
降
っ
て
い
る
。

　
　
　
ワ
ゴ
ン
車
が
近
づ
き
と
ま
る
。

　
　
　
山
本
、
原
田
太
一
が
忍
者
姿
で
下
り
て
く
る
。

○
土
手
、
夜

　
　
　
土
手
の
堤
に
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
道
路
か
ら
は
見
え
て
い
な
い
。

　
　
　
３
人
の
後
ろ
す
が
た
。

○
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
、
外
、
夜

　
　
　
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
は
す
っ
ぽ
り
と
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
奥
は
暗
く
て
よ
く
見
え
な
い
。

　
　
　
３
人
、
ト
ラ
ッ
ク
の
脇
か
ら
ト
ン
ネ
ル
内
に
入
る
。

○
ト
ン
ネ
ル
内

　
　
　
３
人
奥
へ
そ
ろ
り
と
歩
む
。

　
　
　
人
影
が
出
て
く
る
。

　
　
　
３
人
、
身
を
隠
す
。

　
　
　
人
影
、
土
を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
放
り
投
げ
る
と
す
ぐ
又
奥
へ
戻
る
。

　
　
　
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
土
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
３
人
、
更
に
奥
へ
入
る
。

○
同
、
坑
道

　
　
　
等
間
隔
に
ラ
ン
タ
ン
が
つ
る
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
よ
う
に
土
が
奥
か
ら
運
び
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
皆
で
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
作
業
が
続
い
て
い
る
。
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掛
け
声
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

○
同
、
坑
道

　
　
　
３
人
が
ゆ
っ
く
り
と
忍
び
歩
い
て
い
て
も
誰
も
気
付
か
な
い
。

　
　
　
ゆ
っ
く
り
と
前
進
す
る
３
人
。

　
　
　
槌
を
手
渡
す
一
味
た
ち
。

一
味
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

○
同
、
坑
道

　
　
　
奥
に
行
く
ほ
ど
広
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
下
り
坂
で
あ
る
。

○
同
、
突
き
当
た
り

　
　
　
突
き
当
た
り
に
大
き
な
岩
盤
が
あ
る
。

　
　
　
一
味
の
何
人
か
が
ド
リ
ル
で
岩
盤
に
穴
を
開
け
て
い
る
。

　
　
　
何
人
か
が
上
下
左
右
を
彫
り
広
げ
て
い
る
。

一
味
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

○
同
、
岩
陰

　
　
　
か
な
り
広
い
空
洞
。

　
　
　
３
人
の
姿
が
岩
陰
に
見
え
る
。

山
本
「
わ
か
っ
た
」

　
　
　
原
だ
と
太
一
、
山
本
を
見
つ
め
る
。

山
本
「
わ
か
っ
た
ぞ
！
皆
、
大
急
ぎ
で
退
却
」

　
　
　
皆
、
大
急
ぎ
で
退
却
す
る
。

○
ワ
ゴ
ン
の
中
、
夜

　
　
　
忍
者
姿
の
３
人
が
い
る
。

　
　
　
ワ
ゴ
ン
、
雨
の
中
を
走
る
。

原
田
「
で
、
何
が
分
か
っ
た
ん
だ
？
」
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山
本
「
よ
く
聞
け
よ
。
ま
ち
が
い
な
い
。
一
味
は
疎
水
が

　
浄
水
場
と
分
か
れ
る
手
前
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、

　
流
れ
を
一
気
に
清
水
方
面
へ
向
け
る
」

原
田
「
な
る
ほ
ど
」

　
　
　
太
一
、
目
を
輝
か
せ
聞
き
入
っ
て
い
る
。
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大
岩

○
映
画
村
、
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
脇

　
　
　
６
人
が
い
る
。

木
村
「
ど
う
や
っ
て
流
れ
を
変
え
る
の
？
」

山
本
「
そ
れ
は
分
か
ら
ん
」

高
田
「
何
で
岩
に
穴
あ
け
と
る
ん
？
」

山
本
「
そ
れ
な
ん
だ
が
。
坑
道
は
奥
に
行
く
ほ
ど

　
ず
い
ぶ
ん
と
広
く
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
広
げ
る
つ
も
り
だ
」

原
田
「
で
？
」

山
本
「
貯
水
場
に
す
る
つ
も
り
だ
と
思
う
」

木
村
「
思
い
っ
き
り
た
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
」

亜
紀
と
太
一
「
バ
ー
ン
！
」

高
田
「
あ
あ
、
び
っ
く
り
し
た
」

原
田
「
貯
水
場
が
決
壊
す
る
」

山
本
「
そ
う
だ
」

木
村
「
大
量
の
水
が
一
気
に
溢
れ
出
し
、
清
水
の
能
舞
台
を

　
水
圧
で
押
し
壊
し
、
清
水
坂
を
五
条
通
へ
流
れ
下
る
」

亜
紀
と
太
一
「
バ
ー
ン
！
」

山
本
「
そ
の
と
お
り
」

高
田
「
相
当
の
水
が
要
る
の
と
ち
ゃ
う
？
」

山
本
「
相
当
の
水
が
め
と
水
が
要
る
」

木
村
「
大
雨
洪
水
警
報
が
出
た
と
き
」



24

原
田
「
そ
れ
は
梅
雨
の
終
わ
り
や
、
７
月
の
中
旬
」

亜
紀
「
祇
園
祭
」

太
一
「
長
刀
鉾
」

山
本
「
水
無
月
の
長
刀
鉾
に
誘
わ
れ
て
、
と
い
う
の
は
？
」

原
田
「
７
月
祇
園
祭
の
後
、
大
雨
洪
水
警
報
が
出
た
と
き
や
」

　
　
　
６
人
、
お
お
き
く
う
な
づ
く
。

高
田
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
の
水
が
め
の
ふ
た
て
あ
の
大
き
な
岩
と
ち
ゃ
う
？
」

　
　
　
皆
、
高
田
の
顔
を
見
る
。

○
清
水
、
不
老
の
滝
、
大
岩

　
　
　
６
人
が
大
岩
を
見
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
６
人
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
、

６
人
「
ま
ち
が
い
な
い
！
」

　
　
　
そ
こ
に
住
職
が
通
り
か
か
る
。

高
田
「
ち
ょ
っ
と
す
み
ま
せ
ん
」

住
職
「
は
い
、
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

高
田
「
あ
の
大
き
な
岩
の
上
の
ほ
う
に
鳥
の
羽
根
の

　
よ
う
な
形
が
見
え
ま
す
が
、
あ
れ
は
？
」

住
職
「
よ
う
気
が
つ
き
な
さ
っ
た
な
。
あ
れ
は
こ
の
清
水
を
守
る

　
鉾
の
形
、
長
刀
鉾
じ
ゃ
よ
」

　
　
　
６
人
顔
を
見
合
わ
せ
、

６
人
「
え
ー
ッ
！
」

○
ワ
ゴ
ン
車

　
　
　
ワ
ゴ
ン
車
、
三
条
東
山
を
右
折
。
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○
ワ
ゴ
ン
車
内

　
　
　
６
人
が
い
る
。

山
本
「
ま
ち
が
い
な
い
。
変
面
は
そ
の
水
量
を
計
算
し
て
貯
水
池
を
広
げ

　
岩
盤
に
穴
を
開
け
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
岩
が
崩
れ
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
」

原
田
「
後
は
ど
う
や
っ
て
流
れ
の
方
向
を
変
え
る
か
だ
な
？
」

木
村
「
そ
れ
は
日
ノ
岡
ね
」

高
田
「
う
ま
い
こ
と
流
れ
を
変
え
ん
と
自
分
も
流
さ
れ
て
ま
う
」

山
本
「
そ
の
と
お
り
。
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
そ
れ
だ
」

　
　
　
ワ
ゴ
ン
車
、
蹴
上
の
坂
を
あ
が
る
。
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ト
ン
ネ
ル
貯
水
池

○
京
都
府
警
本
部
、
正
面

○
同
、
本
部
長
室

　
　
　
山
本
本
部
長
が
電
話
を
し
て
い
る
。

本
部
長
「
そ
う
は
い
う
て
も
な
あ
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
あ
府
警
は
動
け
ん
。

　
と
に
か
く
出
羽
と
亀
山
に
調
査
さ
せ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
次
第
だ
」

　
　
　
本
部
長
、
電
話
を
切
っ
て
窓
の
外
を
眺
め
な
が
ら
、

本
部
長
「
ま
さ
か
だ
と
は
思
う
が
や
り
か
ね
ん
。
人
的
被
害
さ
え
出
な
け
れ
ば

い
い
の
だ
が
」

　
　
　
本
部
長
、
電
話
を
と
る
。

本
部
長
「
出
羽
と
亀
山
を
呼
ん
で
く
れ
」

○
日
ノ
岡

　
　
　
出
羽
、
亀
山
、
堤
の
辺
り
を
調
べ
て
い
る
。

亀
山
「
別
に
変
わ
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
え
」

　
　
　
二
人
、
土
手
の
ト
ラ
ッ
ク
の
所
に
来
る
。

　
　
　
二
人
、
ト
ラ
ッ
ク
の
脇
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
入
ろ
う
と
す
る
。

　
　
　
が
、
狭
く
て
は
入
れ
な
い
。

出
羽
「
潰
れ
て
入
れ
ん
」

亀
山
「
別
に
変
わ
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
え
」

　
　
　
二
人
、
諦
め
て
通
り
過
ぎ
る
。

○
同
、
山
林

　
　
　
雑
木
林
の
中
に
空
気
口
が
あ
る
。
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木
々
に
隠
れ
て
見
え
に
く
い
。

　
　
　
時
々
ふ
た
が
開
く
。

　
　
　
ふ
た
に
は
変
面
の
絵
が
描
い
て
あ
る
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
が
歩
い
て
く
る
。

　
　
　
木
々
に
混
じ
っ
て
い
く
つ
か
の
空
気
口
が
あ
る
。

　
　
　
時
々
ふ
た
が
開
い
て
は
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
二
人
が
見
上
げ
る
と
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
二
人
が
歩
き
始
め
る
と
ふ
た
が
開
く
。

　
　
　
全
く
気
付
か
ず
に
進
む
二
人
。

亀
山
「
別
に
変
わ
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
え
」

出
羽
「
・
・
・
・
」

亀
山
「
清
水
寺
が
消
失
す
る
な
ん
て
」

出
羽
「
そ
れ
は
な
い
や
ろ
う
と
は
思
う
が
・
・
・
・
・
」

　
　
　
二
人
去
る
後
姿
。

○
日
ノ
岡

　
　
　
疎
水
が
流
れ
て
い
る
。

　
　
　
６
人
が
い
る
。

　
　
　
疎
水
の
先
は
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。

山
本
「
こ
こ
か
ら
南
禅
寺
の
裏
ま
で
が
ト
ン
ネ
ル
だ
」

木
村
「
結
構
京
都
よ
り
標
高
が
高
そ
う
ね
？
」

山
本
「
そ
う
、
鴨
川
と
琵
琶
湖
ま
で
は
百
数
十
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差

　
だ
か
ら
、
こ
こ
ら
へ
ん
が
約
半
分
。
ま
だ
ま
だ
京
都
よ
り
高
い
」

高
田
「
と
い
う
事
は
、
ト
ン
ネ
ル
は
下
っ
て
る
ん
や
わ
」
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原
田
「
一
瞬
に
し
て
そ
の
流
れ
を
変
え
る
に
は
？
」

木
村
「
疎
水
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
」

山
本
「
そ
う
か
、
な
だ
ら
か
な
ト
ン
ネ
ル
で
い
い
わ
け
だ
」

原
田
「
底
が
抜
け
て
南
禅
寺
と
蹴
上
の
浄
水
場
へ
い
く
水
が

　
全
部
清
水
の
裏
に
た
ま
る
」

高
田
「
ど
の
く
ら
い
で
岩
が
崩
れ
る
の
や
ろ
？
」

山
本
「
わ
か
ら
ん
。
こ
の
間
見
た
限
り
で
は
数
分
で
貯
水
ス
ペ
ー
ス

　
は
満
杯
だ
。
し
か
も
あ
の
程
度
で
は
岩
は
崩
れ
な
い
」

原
田
「
岩
盤
に
穴
を
開
け
て
い
た
の
は
？
」

木
村
「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
？
」

山
本
「
そ
う
か
、
そ
う
か
も
し
れ
ん
」
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岩
盤

高
田
「
あ
れ
？
亜
紀
ち
ゃ
ん
と
太
一
君
は
？
」

　
　
　
そ
こ
へ
二
人
が
現
れ
る
。

原
田
「
ど
こ
へ
行
っ
て
た
？
」

亜
紀
「
大
き
な
穴
が
」

太
一
「
前
よ
り
も
の
す
ご
く
大
き
く
な
っ
て
る
」

亜
紀
「
反
対
側
に
も
」

山
本
「
一
味
は
？
」

亜
紀
と
太
一
「
今
日
は
お
休
み
み
た
い
」

山
本
「
よ
し
、
行
っ
て
見
よ
う
！
」

　
　
　
６
人
、
う
な
づ
く
。

太
一
「
あ
、
そ
れ
に
も
う
ひ
と
つ
」

原
田
「
何
だ
？
」

亜
紀
「
あ
、
そ
う
そ
う
、
あ
れ
！
」

　
　
　
太
一
と
亜
紀
、
山
林
を
指
差
す
。

　
　
　
木
々
に
ま
み
れ
て
空
気
口
が
見
え
る
。

山
本
「
あ
、
空
気
口
か
。
な
る
ほ
ど
」

木
村
「
じ
ゃ
あ
、
あ
な
な
た
達
、
向
こ
う
か
ら
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
。

　
私
達
こ
こ
で
合
図
を
す
る
か
ら
」

原
田
「
そ
れ
は
い
い
」

山
本
「
よ
し
、
じ
ゃ
分
か
れ
よ
う
！
」

　
　
　
山
本
、
原
田
、
太
一
行
く
。
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○
土
手
の
堤

　
　
　
ト
ラ
ッ
ク
が
洞
に
埋
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
山
本
、
原
田
、
太
一
が
来
る
。

原
田
「
あ
れ
、
荷
台
の
脇
ま
で
埋
ま
っ
て
い
る
。

　
ど
う
や
っ
て
入
っ
た
ん
だ
、
太
一
？
」

　
　
　
太
一
、
笑
み
ト
ラ
ッ
ク
の
下
に
も
ぐ
り
こ
む
。

山
本
と
原
田
「
な
る
ほ
ど
」

　
　
　
二
人
、
腹
ば
い
に
な
る
。

○
ト
ン
ネ
ル
、
内

　
　
　
真
っ
暗
で
あ
る
。

　
　
　
３
人
の
声
だ
け
が
聞
こ
え
る
。

原
田
「
真
っ
暗
じ
ゃ
な
い
か
。
ど
う
や
っ
て
分
か
っ
た
ん
だ
？
広
い
の
が
」

　
　
　
そ
こ
で
ぱ
っ
と
ラ
イ
ト
が
つ
く
。

　
　
　
太
一
が
大
き
な
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
い
る
。

山
本
と
原
田
「
お
お
ー
！
」

　
　
　
ラ
イ
ト
、
奥
を
照
ら
す
。

原
田
「
こ
れ
は
広
い
！
」

山
本
「
確
か
に
あ
ち
ら
側
に
も
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
」

　
　
　
ラ
イ
ト
、
あ
っ
ち
側
の
ト
ン
ネ
ル
を
照
ら
す
。

○
坑
道

　
　
　
３
人
、
ラ
イ
ト
の
中
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
む
。

　
　
　
立
っ
て
歩
け
る
ほ
ど
広
い
。

　
　
　
突
き
当
た
り
で
左
に
曲
が
っ
て
い
る
。

原
田
「
ず
い
ぶ
ん
大
き
い
ト
ン
ネ
ル
や
な
あ
」
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山
本
「
シ
ッ
。
耳
を
澄
ま
し
て
み
。
音
が
聞
こ
え
る
」

太
一
「
あ
っ
ち
だ
」

　
　
　
あ
っ
ち
で
カ
チ
ン
カ
チ
ン
と
音
が
聞
こ
え
る
。

太
一
「
空
気
口
で
す
」

山
本
「
彼
女
達
だ
」

原
田
「
叩
い
て
み
よ
う
」

　
　
　
原
田
、
近
く
の
石
を
拾
い
管
を
叩
く
。

　
　
　
ト
ン
ト
ン
と
返
事
の
音
が
あ
る
。

○
別
の
坑
道

　
　
　
忍
者
が
い
る
。

　
　
　
音
に
気
づ
く
。

○
も
と
の
坑
道

　
　
　
３
人
が
い
る
。

原
田
「
よ
し
。
大
急
ぎ
で
奥
を
確
か
め
よ
う
」

山
本
「
そ
の
前
に
歩
数
を
よ
く
確
か
め
て
お
こ
う
」

　
　
　
山
本
、
歩
数
を
数
え
な
が
ら
歩
み
、
壁
に
突
き
当
た
る
。

山
本
「
こ
こ
は
岩
盤
で
は
な
い
」

原
田
「
ち
ょ
う
ど
１
０
歩
。
空
気
口
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
歩
だ
」

山
本
「
ふ
む
。
岩
盤
を
大
急
ぎ
で
確
認
し
よ
う
」

　
　
　
３
人
、
う
な
づ
く
。

○
別
の
坑
道

　
　
　
忍
者
、
忍
び
足
で
歩
み
始
め
る
。

○
も
と
の
坑
道
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か
な
り
広
い
坑
道
を
３
人
が
歩
む
。

山
本
「
こ
れ
は
広
い
、
前
よ
り
は
ず
い
ぶ
ん
広
い
」

原
田
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
下
り
坂
」

　
　
　
３
人
下
っ
て
い
く
。

○
別
の
坑
道

　
　
　
忍
者
が
警
戒
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
い
る
。

　
　
　
忍
者
、
３
人
と
出
く
わ
す
。

　
　
　
忍
者
、
逃
げ
よ
う
と
す
る
。

　
　
　
原
田
、
頭
突
き
を
食
ら
わ
す
。

　
　
　
近
く
で
縄
を
拾
っ
て
き
て
忍
者
を
縛
る
３
人
。

山
本
「
急
い
で
岩
盤
を
確
か
め
よ
う
」

　
　
　
３
人
、
う
な
づ
く
。

○
岩
盤
の
部
屋

　
　
　
突
き
当
た
り
、
大
き
な
岩
盤
。

　
　
　
３
人
、
驚
き
見
上
げ
な
が
ら
、

山
本
「
こ
れ
は
す
ご
い
！
」

太
一
「
こ
こ
に
ず
っ
と
穴
が
」

原
田
「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
穴
？
」

山
本
「
と
い
う
事
は
。
疎
水
の
底
が
抜
け
て
水
が
こ
ち
ら
に
流
れ

　
た
ま
る
。
目
一
杯
た
ま
っ
て
岩
が
崩
れ
る
。
こ
れ
だ
け
広
け
れ
ば
、

　
間
違
い
な
く
清
水
の
能
舞
台
は
壊
れ
る
」

　
　
　
３
人
、
じ
っ
と
岩
盤
を
見
上
げ
る
。
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矢
文

○
日
ノ
岡
、
疎
水

　
　
　
疎
水
の
入
り
口
。

　
　
　
木
村
、
高
田
、
亜
紀
、
お
弁
当
を
食
べ
て
い
る
。

　
　
　
そ
こ
に
山
本
、
原
田
、
太
一
が
あ
ら
わ
れ
る
。

亜
紀
「
ど
う
だ
っ
た
？
」

太
一
「
す
げ
え
、
大
洞
窟
！
」

木
村
「
そ
ん
な
に
大
き
い
の
？
」

　
　
　
原
田
、
空
気
口
を
見
つ
め
て
い
る
。

山
本
「
前
よ
り
数
倍
堀
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
完
成
だ
。

　
後
は
爆
破
の
仕
掛
け
だ
け
だ
」

原
田
「
ち
ょ
う
ど
１
０
歩
ぐ
ら
い
だ
。
こ
っ
ち
向
き
の
穴
は
、

　
こ
の
疎
水
の
真
下
に
来
て
い
る
」
　

高
田
「
も
う
間
違
い
な
い
ね
。
そ
ん
で
い
つ
や
の
？

　
爆
破
の
時
て
？
」

　
　
　
皆
が
固
唾
を
飲
ん
で
山
本
を
見
つ
め
る
。

山
本
「
ま
ず
祇
園
祭
が
す
ん
で
梅
雨
明
け
時
の
集
中
豪
雨
の
日
」

木
村
「
こ
こ
の
疎
水
も
増
水
し
て
す
ご
い
や
ろ
ね
」

原
田
「
そ
れ
で
爆
破
は
い
つ
？
」

山
本
「
南
禅
寺
の
水
が
止
ま
っ
た
時
」

高
田
「
そ
れ
や
っ
た
ら
分
か
る
わ
」

　
　
　
皆
、
う
な
づ
く
。
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○
変
面
の
里
、
全
景

○
広
場

　
　
　
１
０
周
年
記
念
の
垂
れ
幕
。

　
　
　
変
面
一
味
が
祝
宴
を
し
て
い
る
。

　
　
　
全
員
ジ
ョ
ッ
キ
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
あ
い
さ
つ
に
立
つ
変
面
。

変
面
「
と
い
う
わ
け
で
全
て
は
こ
れ
か
ら
だ
以
上
！
へ
ん
め
ー
ん
！
」

全
員
「
へ
ん
め
ー
ん
！
」

　
　
　
全
員
、
乾
杯
を
す
る
。

○
清
水
寺
、
本
堂

　
　
　
住
職
と
出
羽
、
亀
山
が
話
し
て
い
る
。

　
　
　
住
職
、
手
に
手
紙
を
持
っ
て
い
る
。

住
職
「
こ
ん
な
の
が
来
と
り
ま
し
た
」

　
　
　
出
羽
、
手
紙
を
手
に
し
て
広
げ
る
。

文
字
『
水
無
月
の
長
刀
鉾
に
誘
わ
れ
て
流
れ
去
り
行
く
清
水
能
舞
台
』

出
羽
「
い
つ
の
こ
と
で
す
？
」

住
職
「
け
さ
、
枕
も
と
の
柱
に
矢
文
が
」

出
羽
「
矢
文
？
」

住
職
「
え
え
、
か
ぶ
ら
矢
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？
ヒ
ュ
ー
と
大
き
な

　
音
が
し
て
、
悪
い
夢
を
見
て
た
も
の
で
飛
び
上
が
り
ま
し
た
」

亀
山
、
白
手
袋
を
し
て
経
机
の
上
に
あ
る
矢
を
取
り
上
げ
る
。

亀
山
「
こ
れ
で
す
か
？
」

　
　
　
亀
山
、
矢
を
か
ざ
し
て
羽
根
に
変
面
の
マ
ー
ク
を
見
つ
け
る
。



36

出
羽
「
ま
ち
が
い
な
い
。
や
つ
ら
は
本
気
だ
」

亀
山
「
祇
園
祭
が
終
わ
っ
た
ら
厳
重
警
戒
で
す
ね
」

出
羽
「
本
部
長
に
こ
れ
を
見
せ
て
お
願
い
し
て
み
よ
う
」

住
職
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
能
舞
台
が
流
失
す
る

　
な
ん
て
事
は
絶
対
に
な
い
と
は
思
い
ま
す
る
が
」

亀
山
「
し
か
し
、
金
閣
寺
や
渡
月
橋
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
」

出
羽
「
そ
う
や
、
油
断
は
で
け
ん
」

　
　
　
３
人
、
う
な
づ
く
。

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
祇
園
祭
、
宵
山
の
風
景

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
山
鉾
巡
行
の
風
景

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
雨
に
咲
く
ア
ジ
サ
イ
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大
雨
洪
水
警
報

○
映
画
村
、
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
脇

　
　
　
大
雨
で
あ
る
。

　
　
　
待
機
中
の
木
村
、
高
田
、
亜
紀
、
太
一
。

高
田
「
よ
く
降
る
雨
や
ね
え
」

木
村
「
そ
ろ
そ
ろ
警
報
が
出
る
わ
よ
」

　
　
　
山
本
と
原
田
が
加
わ
る
。

原
田
「
さ
っ
き
大
雨
洪
水
警
報
が
出
た
」

木
村
「
ほ
ん
と
？
」

高
田
「
い
よ
い
よ
や
ね
」

山
本
「
今
回
京
都
府
警
は
全
然
動
か
ん
ら
し
い
」

原
田
「
こ
の
雨
の
中
危
険
や
も
ん
な
」

山
本
「
今
回
は
非
常
に
危
険
。
だ
か
ら
我
々
も

　
安
全
な
場
所
で
見
守
ろ
う
」

高
田
「
そ
や
け
ど
南
禅
寺
の
疎
水
が
止
ま
る
所
見
届
け
た
い
」

原
田
「
そ
や
な
」

山
本
「
ど
っ
か
い
い
場
所
探
し
て
み
る
か
？
」

皆
「
賛
成
！
」

　
　
　
皆
、
笑
む
。

○
京
都
府
警
本
部
、
正
面

　
　
　
大
雨
で
あ
る
。

○
同
、
本
部
長
室
、
内
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本
部
長
と
出
羽
、
亀
山
が
い
る
。

本
部
長
「
・
・
と
い
う
わ
け
で
南
禅
寺
の
疎
水
が
止
ま
っ
た
ら

　
す
ぐ
に
知
ら
せ
て
く
れ
」

出
羽
と
亀
山
「
は
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

　
　
　
二
人
、
敬
礼
し
て
去
る
。

○
南
禅
寺
、
疎
水
土
手

　
　
　
大
雨
で
あ
る
。

　
　
　
６
人
の
ワ
ゴ
ン
が
来
て
止
ま
る
。

　
　
　
６
人
、
土
手
を
川
上
に
歩
い
て
い
く
。

　
　
　
「
立
ち
入
り
禁
止
」
の
柵
が
あ
る
。

　
　
　
す
ご
い
水
量
で
あ
る
。

原
田
「
こ
こ
で
行
き
止
ま
り
だ
」

木
村
「
こ
こ
ら
辺
に
テ
ン
ト
を
張
り
ま
し
ょ
う
か
？
」

高
田
「
お
弁
当
あ
る
し
、
ゆ
っ
く
り
し
ま
し
ょ
」

山
本
「
す
ご
い
水
量
だ
な
、
し
か
し
」

　
　
　
原
田
と
山
本
が
テ
ン
ト
を
張
り
始
め
る
。

　
　
　
隙
を
見
て
亜
紀
と
太
一
が
柵
を
超
え
て
い
く
。

原
田
「
あ
れ
？
太
一
と
亜
紀
は
？
」

　
　
　
そ
こ
に
二
人
が
現
れ
る
。

亜
紀
「
向
こ
う
に
も
い
る
よ
」

太
一
「
ど
う
も
一
味
だ
よ
あ
れ
は
」

　
　
　
皆
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

○
疎
水
土
手
、
上
流
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雨
が
降
っ
て
い
る
。

　
　
　
テ
ン
ト
が
見
え
る
。

　
　
　
「
国
土
交
通
省
、
立
ち
入
り
禁
止
」
と
書
い
て
あ
る
。

　
　
　
山
本
、
原
田
と
太
一
が
現
れ
る
。

　
　
　
３
人
、
テ
ン
ト
を
覗
く
。
誰
も
い
な
い
。

　
　
　
空
気
口
用
の
パ
イ
プ
が
見
え
る
。

原
田
「
あ
れ
？
こ
れ
一
味
の
と
違
う
か
？
」

山
本
「
こ
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
間
違
い
な
い
。

　
こ
こ
で
発
破
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
ん
だ
」

原
田
「
と
い
う
事
は
発
破
は
二
つ
？
」

山
本
「
そ
の
は
ず
だ
。
川
底
と
岩
盤
と
だ
。
最
初
の
発
破
で

　
流
れ
が
止
ま
る
。
岩
盤
の
貯
水
部
分
が
一
杯
に
な
る
と
又

　
疎
水
に
流
れ
が
戻
る
か
ら
、
そ
の
と
き
が
二
回
目
だ
」

原
田
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
太
一
こ
こ
で
見
張
れ
」

山
本
「
み
つ
か
る
な
よ
、
や
や
こ
し
く
な
る
か
ら
」

　
　
　
太
一
、
う
な
づ
く
。



40

濁
流

○
疎
水
土
手
、
下
流

　
　
　
大
雨
で
あ
る
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
が
雨
合
羽
を
来
て
歩
い
て
く
る
。

出
羽
「
す
ご
い
水
量
や
な
。
こ
れ
が
無
く
な
る
ん
か
い
な
？
水
無
月
」

亀
山
「
こ
ん
な
警
報
が
出
て
る
時
に
。
誰
も
い
ま
せ
ん
よ
」

出
羽
「
そ
ん
な
こ
と
分
か
っ
て
る
ワ
イ
」

亀
山
「
こ
ん
な
所
に
あ
れ
？
だ
れ
か
、
テ
ン
ト
？
物
好
き
が
い
ま
す
よ
」

出
羽
「
な
に
？
」

　
　
　
出
羽
、
不
審
げ
に
テ
ン
ト
を
見
つ
め
る
。

出
羽
「
消
防
団
だ
ろ
う
？
」

亀
山
「
そ
う
み
た
い
で
す
ね
。
そ
ん
な
ら
こ
の
辺
で
」

出
羽
「
そ
や
な
。
交
替
で
休
憩
し
よ
う
。
下
に
自
販
機
あ
っ
た
や
ろ
？
」

亀
山
「
行
っ
て
き
て
下
さ
い
。
こ
こ
で
見
張
っ
て
ま
す
」

出
羽
「
ふ
む
。
水
無
月
と
は
こ
の
こ
と
か
？
」

　
　
　
出
羽
、
下
流
へ
戻
る
。

○
疏
水
土
手
、
遠
景

　
　
　
雨
の
中
上
流
と
中
流
に
テ
ン
ト
が
見
え
る
。

　
　
　
疏
水
、
す
ご
い
水
量
で
あ
る
。

　
　
　
上
流
に
忍
者
達
が
現
れ
テ
ン
ト
に
入
る
。

　
　
　
　

　
　
　
太
一
が
知
ら
せ
に
行
く
。

　
　
　
出
羽
が
交
替
に
来
る
。
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疏
水
の
水
が
止
ま
る
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
、
驚
き
携
帯
を
か
け
る
。

　
　
　
中
流
の
テ
ン
ト
か
ら
６
人
が
出
て
き
て
驚
く
。

　
　
　
ほ
ど
な
く
疏
水
に
水
が
戻
り
始
め
る
。

○
疏
水
土
手
中
流

　
　
　
雨
。

　
　
　
出
羽
と
亀
山
が
携
帯
中
で
あ
る
。

　
　
　
出
羽
、
驚
き
の
顔
で
、

出
羽
「
え
え
っ
！
清
水
寺
が
！
？
」

○
清
水
寺
、
能
舞
台
、
裏
手

　
　
　
大
雨
。

　
　
　
大
き
な
岩
盤
の
周
り
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
く
る
。

　
　
　
ボ
ン
と
音
が
し
て
岩
盤
が
ゆ
っ
く
り
と
倒
れ
て
く
る
。

○
同
、
正
面

　
　
　
大
量
の
水
が
あ
ふ
れ
出
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に

　
　
　
清
水
の
舞
台
を
呑
み
込
み
、
清
水
坂
を
流
れ
下
る
。

○
清
水
商
店
街

　
　
　
大
雨
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ
た
商
店
街
。

　
　
　
突
然
濁
流
が
押
し
寄
せ
る
。

　
　
　
大
量
の
材
木
が
流
れ
下
る
。

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ

　
　
　
五
条
通
か
ら
鴨
川
へ
と
流
れ
下
る
濁
流
と
材
木
。
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タ
ン
カ
ー

○
海

　
　
　
大
き
な
タ
ン
カ
ー
が
見
え
る
。

　
　

○
タ
ン
カ
ー

　
　
　
変
面
の
マ
ー
ク
が
見
え
る
。

　
　
　
前
半
分
に
木
材
の
山
。

　
　
　
後
ろ
半
分
で
能
舞
台
を
再
建
中
。

○
同
、
操
舵
室

　
　
　
変
面
と
一
味
が
い
る
。

変
面
「
出
発
！
面
舵
一
杯
！
」

全
員
「
お
ー
っ
！
」

　
　
　
全
員
右
手
を
上
げ
る
。

○
海

　
　
　
大
き
な
タ
ン
カ
ー
の
後
姿
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
完
－



43

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

消えた清水能舞台（映画村探偵団５）
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Ｄ
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